
(2) 島嶼研だより No.83 

 
結果を離島の行政と住民にフィードバックで

きました。

さらに、離島を活用した行政の健康増進の取

り組みは、国際的な保健医療人材育成の場にも

なりました。大洋州島嶼国は、グローバル化に

伴い、生活習慣が大きく変化し、肥満者や糖尿

病も大きく増えています。当講座では開設時か

ら海外からの研修員に対し JICA 研修コースを

実施しており、小島嶼国と共通する健康課題を

抱える奄美での体験型研修は、大変好評でした。

このような教育、研究、地域貢献、国際貢献

を通じて「離島住民の健康を守る」取組みは、

鹿児島大学のミッションにも合致していきま

した。私は今年度で定年ですが、これまでの取

組みは途切れることなく、次世代に引き継がれ

て発展していきます。様々な制限や課題ととも

に魅力を有する島嶼をテーマに、島嶼研の活動

が益々発展するとともに、島嶼地域の課題解決

と活性化に貢献することを祈念しています。

請島の巡回診療に同行する医学生
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学生奮闘記  

奄美群島での魚類の研究―新種の発見や魚類リストの作成―

藤原恭司（鹿児島大学連合農学研究科）

私は魚類分類学を専門としており、特に細長い体型で、腹部に発達した吸盤をもつウバウオ科

の仲間の分類をテーマとしている。このグループは漁業などでは採れず、また水揚げもされない

ため、自身で採集を行い、研究に用いる標本を作製する必要がある。私は特に分類学的に問題を

抱えていた熱帯～亜熱帯域に生息するウバウオを採集するために奄美群島の離島でダイビング

を用いた調査を実施した。

これまでの調査の内、特に大きな成果があった沖永良部島での調査を紹介する。この調査では、

ウバウオの中でも棘皮動物のウミシダ類に吸着する特異な生態をもち、詳細な調査が求められて

いたタスジウミシダウバウオとよばれるウバウオ（写真 1）を採集することを目的とした。この
ウバウオはダイビングとしてはやや深場でかつ、よく流れがあたる場所に生息するウミシダの中

に隠れて生活するため、これまでほとんど標本個体が得られていなかった。調査では、なかなか

ターゲットを見つけることが出来ず、苦戦した場面もあったが、地元のダイビングショップの

方々などと協力関係を築くことができ、最終的には研究に必要な個体を私自身で採集でき、大変

うれしかった。研究の成果としては、このタスジウミシダウバウオには一致する学名がないこと

が判明し、2021年の 10月に新種、Lepadichthys geminus Fujiwara & Motomura 2021として国際誌
に発表することが出来た。さらに、この調査では、これまで見たこともないウバウオ（写真 1）
も採集することが出来た。これは現在、未記載属・種（新分類群として公表される前の呼び方）

と考えられ、研究を続けている。

私の所属研究室では魚類の分類以外にも鹿児島県の離島を中心に、どんな魚がどこに生息して

いるか（魚類相）を明らかにする研究も実施している。この一環として、私は喜界島の魚類相を

明らかにする研究に取り組んだ。魚類相の研究では、上記のようにあるターゲットのみを狙うと

いうものとは正反対で、いろいろな環境を幅広く調査し、様々な魚類を採集するということが重

要であり、同じ島での調査でも特色が大きく異なる。私はその調査の計画立案・指揮なども経験

することが出来、不慣れながらも、地元の方々を含め多くの協力をいただき、充実した調査にす

ることが出来た。これらの調査の成果は、さらに喜界島の魚類リストとして取りまとめるところ

まで漕ぎつくことができた。今後は、撮影した魚の写真を用いて、喜界島の魚類ポスターを作成

したいと考えている。

 
写真１：沖永良部島調査で採集されたウバウオ

科魚類（写真上と真中：タスジウミシダウバウ

オ Lepadichthys geminus; 写真下：未記載属・種
と考えられるウバウオ）全て鹿児島大学総合

研究博物館所蔵

 
写真 2：喜界島での調査風景
（写真に写っている人物は筆者）

 
 

 
 


